
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

ー

『
明
星
』
第
二
次
時
代
の
漢
詩
人

與
謝
野

寛

i

西

村

富
美
子

鉄
幹
の
漢
詩

の
作
品
の
再
公
表
に
は
、
約
三
十
五
年
ほ
ど
の
空
白

の
時
期
が
あ

る
。
『
海
内
詩
媒
』
の
最
後

の
投
稿
漢
詩
は
、
「瓶
井
山
雑
吟
之

一
」
と
題
し
た
五

言
絶
句

の
詩

で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年

(六
月
十
二
日
発
行

一。。。。
⑩)
、
鉄
幹
十
六

　ユ
　

歳
の
時

で
あ

っ
た
。

『海
内
詩
媒
』

へ
の
漢
詩
投
稿
の
際
の
鉄
幹
は
終
始

一
貫
し
て

「安
藤
寛
」

の

名
を
使

っ
て
い
た
。
二
度
と
再
び
養
家
先

の
安
養
寺
に
戻
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

正
式
な
戸
籍
離
脱
ま
で
は

「
安
藤
寛
」
で
通
し
て
い
た
。
鉄
幹
の
名
は
明
治
二
十

三
年

(
一。。⑩
O)
五
月
、
西
本
願
寺
で
得
度
し
て
法
号

「礼
譲
」
を
受
け
、
九
月
に

次
兄
赤
松
照
瞳
が
住
職
を
し
て
い
た
徳
応
寺
の
機
関
誌
に

「鉄
幹
」

の
署
名
を
使

い
十
年
以
上
使

い
続
け
た
が
、
明
治
三
十
六
年

(一⑩O
。。)
に
師

の
落
合
直
文
が
亡

く
な

っ
た
翌
年
か
ら
鉄
幹
の
号
を
廃
し
、
與
謝
野
寛
を
使
う
よ
う
に
な

っ
た
。

以
前
に
も
述

べ
た
が
、
明
治
三
十

三

(お
O
O
)
年
四
月
か
ら
明
治
四
十

一
年

(一8
Q。
)
十

一
月
ま
で
八
年
間
に
わ
た
り
発
行
さ
れ
た

『
明
星
』

に
鉄
幹
は
漢
詩

　　
　

を

一
首
も
掲
載
し
て
い
な
い
。
百
号
を
数
え
自
ら
が
主
宰
す
る
雑
誌

に
全
く
た
だ

の

一
首
も
載
せ
な
か

っ
た
の
は
、
お

そ
ら
く
何
ら
か
の
理
由
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
あ
れ
だ
け

一
時
期
熱
中
し
た
漢
詩
を
三
十
年
以
上
制
作

の
対
象
と
せ
ず
、
む

し
ろ
封
印
し
て
し
ま

っ
た
か
の
よ
う
な
印
象
さ
え
残
る
。
明
治
二
十

一
年

(お
c。。。
・

十
五
歳
)
当
時

に
岡
山
中
学
の
入
試

に
失
敗
し
た
と
き
漢
詩

に
没
頭
し
す
ぎ
て
受

験
勉
強
が
お
ろ
そ
か
に
な

っ
た
こ
と
を
最
大

の
原
因
と
考
え
て
、
漢
詩
制
作
の
拠

棄
と
い
う
か
漢
詩
と
の
決
別
を
自
ら

の
心
に
期
し
た
よ
う
で
は
あ

っ
た
。
そ
れ
に

し
て
も
三
十
五
年
も
の
間

の
沈
黙
を
破

っ
て
再
び
漢
詩
を
制
作
し
、
第
二
次

『
明

星
』
に
掲
載
す
る
、
自
身

の
作
品
と
し
て
公
開
に
踏
み
切

っ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
。
た
だ
社
会
的
に
公
表
は
し
な
か

っ
た
が
詩
作
は
密
か
に
続
け
て
い
た
よ
う
で
、

　　
　

残

っ
て
い
る
作
品
も
多
少
あ
り
そ
の
面
の
調
査
は
今
後

の
課
題
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
た
幾

つ
か
の
疑
問
を
残
し

つ
つ
発
表
を
始
め
た

「
漢
詩
」
の
作
品
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
掲
載
の
方
法
ま
た
作
品
の
内
容
に
疑
問
を
感
じ
さ
せ
る
も

の
が
あ
る
。
本
稿
で
は
再
公
表
を
始
め
た
鉄
幹
の
漢
詩
の
紹
介
と
内
容
に

つ
い
て

言
及
し
た
い
と
思
う
。

○

『明
星
』
終
刊
か
ら
十
三
年
後
に
所
謂
第
二
次

『
明
星
』
が
復
刊
さ
れ
、
大
正

十
年

(一⑩
b。一)
十

一
月
か
ら
昭
和
二
年

(一㊤
b。
刈)
四
月
ま
で
六
年
間
ほ
ど
発
行
さ

れ
る
が
、
最
初

の

『
明
星
』
ほ
ど
の
華
や
か
さ
も
勢
い
も
な
く
何
よ
り
も
時
代

の

変
化
も
あ

っ
て
第
十
巻

・
第
二
号

(四
十
八
冊
)
を
も

っ
て
終
刊
と
な
る
。

た
だ
第
二
次

の
同
人
も
、
か

つ
て
と
同
じ
く
そ
う
そ
う
た
る
顔
ぶ
れ
で
あ
り
、

芥
川
龍
之
介
、
有
島
武
郎

・
生
馬
兄
弟
、
石
井
柏
亭
、
梅
原
龍
三
郎
、
奥
野
信
太

郎
、
尾
崎
署
堂
、
小
山
内
薫
、
中
原
綾
子
、
厨
川
白
村
、
小
島
政
二
郎
、
今
東
光
、

佐
藤
春
夫
、
鈴
木
三
重
吉
、
高
浜
虚
子
、
高
村
光
太
郎
、
高
安
や
す
子
、
竹
友
藻

風
、
東
郷
青
見
、
永
井
荷
風
、
日
夏
歌
之
介
、
平
野
萬
里
、
堀
口
大
學
、
柳
宗
悦
、

山
田
孝
雄
、
吉
田
精

一
、
吉
田
増
蔵
、
吉
野
作
造
、
吉
村
冬
彦
、
渡
邊
湖
畔
、
深

尾
須
磨
子
な
ど
枚
挙
に
逞
が
無
い
ほ
ど
で
あ
り
、
か

つ
て
新
詩
社
を
脱
退
し
た
北
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鉄
幹
と
漢
詩

原
白
秋
、
吉
井
勇
、
木
下
杢
太
郎
な
ど
も
名
を
列
ね
、
ま
た
か

つ
て
の

『
明
星
』

同
人
と
も
重
な
り
合

っ
て
い
る
。
第

二
次

『
明
星
』
は
森
鴎
外
を
中
心
と
し
て
、

高
村
光
太
郎
、
永
井
荷
風
、
石
井
柏
亭
、
堀
口
大
學
な
ど
の
強
力
な
後
押
し
で
復

刊
し
た
の
だ
が
、
何
よ
り
も
鉄
幹
自
身
の
精
神
的
気
力
の
低
迷
が
あ
り
以
前
と
同

じ
ほ
ど
の
情
熱
を
無
く
し
て
い
た
こ
と
が
続
行
不
可
能
の
主
た
る

一
因
で
は
な
か

っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
第
二
次

『
明
星
』

に
、
鉄
幹

は
自
作
の
漢
詩
を
掲
載
す
る
。
発
行
し
た
計

四
十
八
冊
の
う
ち

の
四
冊
に
五
十
首

の
漢
詩
が
見
え
て
い
る
。
た
だ
そ
の
掲
載

の

方
法
は
特
殊

で
あ
り
、
「雑
姐
」
と

い
う
項
目

つ
ま
り

『
明
星
』

の
正
式
原
稿
と

い
う
形
で
は
な
い
扱
い
な
の
で
あ
る
。
正
当
な
原
稿
の
座
を
占
め
な
い
位
置
で
載

せ
て
い
る
。
主
宰
者
と
し
て
の
遠
慮

か
ら
か
、
作
品
に
対
す
る
自
己
の
評
価
か
ら

な
の
か
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
と
も
あ
れ
鉄
幹
の
漢
詩
が
久
々
に
登
場
し
た
の

で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
を
…機
に
、
鉄
幹

の
漢
詩
制
作
が
復
活
す
る
き

っ
か
け
に
も
な

っ

て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
五
十
歳
代

の
漢
詩
の
作
品
の
再
出
発
が
第
二
次

『明
星
』

で
あ
り
、
以
後
十
年
ほ
ど
に
わ
た

っ
て
継
続
し
て
い
く
。
か
な
り
気
を

つ
け
な
い

と
う

っ
か
り
見
落
と
し

て
し
ま
い
そ
う
だ
が
、
注
意
し
て
み
れ
ば
逆
に
鉄
幹
の
真

意
が
感
じ
取
れ
る
よ
う
に
も
思
う
。

第
二
次

『
明
星
』
か
ら
開
始
さ
れ
た
鉄
幹
の
漢
詩
制
作
は
、
次
に
は
満
州
蒙
古

旅
行
中
の
産
物

で
あ
る

「
満
蒙
遊
草
」
、
さ
ら
に
第
二
次

『
明
星
』
終
刊
後
、
昭

和
五
年

(一⑩
G。O
)
か
ら
創
刊
さ
れ
た

『
冬
柏
』
所
載
の
漢
詩

へ
と
、
目
立
た
な
い

形
で
脈
々
と
作
ら
れ
発
表
さ
れ
続
け

て
い
く
。
本
稿
で
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

三
十
五
年
ぶ
り
の
鉄
幹

の
漢
詩
、
第

二
次

『
明
星
』

の
五
十
首
を
取
り
あ
げ
る
こ

と
に
し
、
そ
の
理
由
は
後
日
に
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
第
二
次

『
明
星
』
掲
載

の
漢
詩
五
十
首

の
巻

・
号
数
、
発
行
時
期
を
挙
げ

て
お
く
。

(
一
)
第
六
巻

・
第
三
号

(大
正
十

四
年
三
月
発
行
)
一露
α年

五
十
二
歳

「采
花
荘
雑
詩
」

十
七
首

(二
)
第
七
巻

・
第
三
号

(大
正
十

四
年
九
月
発
行
)
一
Φ誤
年

五
十
二
歳

「采
花
荘
雑
詩
」

四
首

(三
)
第
九
巻

・
第
三
号

(大
正
十
五
年
十
月
発
行
)
ド⑩
b。①
年

「遙
青
書
屋
雑
詩
」

九
首

(
四
)
第
十
巻

・
第
二
号

(昭
和
二
年
四
月
発
行
)

一⑩
b。刈
年

「遙
青
書
屋
雑
詩
」

二
十
首

以
上
の
四
冊
の

「雑
姐
」
の
項
目
に
見
え
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
詩
群
の
前
に

〕
米
花
荘
雑
詩
」
・
「遙
青
書
屋
雑
詩
」

題
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
《采
花
荘
》

野
夫
妻
の
仕
事
場
、
読
書
室

で
あ
り
、
《遥
青
書
屋
》

《
采
花
荘
》
の
庭
に
建
て
た
書
斎
で
、
秩
父
連
山
、
富
士
山
、

　
る
　

根
山
脈
ま
で
が
遠
望
で
き
る
の
で
、
名
づ
け
た
と
い
う
。

ま
た

《采
花
荘
》
に
つ
い
て
は
、
(二
)

の

一
八
の
詩
題
に
、

頃
者

予

城
西
の
下
荻
窪
に
地
を
借
り
て
、

一
茅
屋
を
営
み
、

と
日
う
。
荘
に
庭
園
の
趣
無
く
、

月
に
両
三
度
聞
に
乗
じ
て
往
く
。
往
け
ば
則
ち
読
書
し
、

詠
み
、
朝
よ
り
夕
べ
に
至
る
ま
で
、

意
興
会
う
と
こ
ろ
、
偶
た
ま
此
の
作
有
り
。

あ
く
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
た
あ
に
建
て
た
も
の
で
、

訪
れ
、
読
書
し
た
り
歌
を
詠
ん
だ
り
し
て
、

し
、
当
時
与
謝
野
夫
妻
に
は
十

一
人
の
子
ど
も
が
い
た
。

ま
た

《遙
青
書
屋
》
に
つ
い
て
も
、
(三
)

の
二
三
の
詩
題
に
、

予
嚢
に
地
を
郊
西
に
ト
し
、
小
居
を
営
む
。

五
十
三
歳

五
十
四
歳

と
い
う

「前

は
大
正
十
三
年
に
下
荻
窪
に
建
て
た
与
謝

は
そ
の
翌
年
か
翌
々
年
に

甲
州
の
山
山
、
箱

扁
に
采
花
荘

唯
だ
雑
草
の
繁
蕪
す
る
に
任
す
。
而
し
て

倦
め
ば
則
ち
歌
を

修
然
と
し
て
身
は
風
塵

の
表
に
在
り
、

月
に
二
三
度
暇
な
と
き
に

朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
ん
び
り
と
過
ご

気
分
と
興
趣
が
う
ま
く
合
い
た
ま
た
ま
こ
の
詩
を
作

っ
た
の
だ
、
と
い
う
。

(五
男

・
六
女
)

扁
し
て
采
花
荘
と
日
う
。
頃
者

復
た

一
楼
を
其
の
側
に
構
う
。
題
し
て
遙
青
書
屋
と
日
う
。
西
南
に
、
甲

・

武

・
相

・
の
三
州
の
諸
山
を
遠
望
す
る
を
以
て
な
り
。

と
説
明
を
し
て
い
る
。
○

先
に
挙
げ
た
第
二
次

『
明
星
』
の

(
一
)
・
(二
)
・
(三
)
・
(
四
)
の
四
冊
に
見
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え
る
鉄
幹

の
詩

に
は
連
作
の
詩
が
多

い
。

た
と
え
ば
、

(
一
)

の
十
七
首
、

一
・
二

・
三
は
堀
口
大
學
の
父
、
堀
口
長
城

に
次
韻
し
た
詩
。

四

・
五

・
六
は
南

信
州
に
旅
行
し
た
と
き
の
作
。
七

・
八
は
新

潟
の
宴
席

で
の
詩
。

一
二

・
=
二
は
渡
邊
湖
畔

へ
の
和
韻
の
詩
で
あ
る
。

ま
た

(四
)

の
二
十
首
な
ど
を
見
る
と
、
三

一
～
四
三
ま
で
の
十
三
首
は
、
久

方
ぶ
り
に
訪
れ
た
こ
の
書
屋
で
梅
花
の
二
分
咲
き
を
観
て
の
連
作
、
四
五

・
四
六

・

四
七

・
四
八

・
四
九
の
五
首
は
、
若
槻

(礼
次
郎
)
総
理
が
職
を
辞
す
る
話
を
聞

い
て
呈
上
し
た
も
の
で
、

(四
)

の
二
十
首
な
ど
は
大
半
が
こ
う
し
た
連
作
の
詩

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
五
言
絶
句
で
心

に
思
い
浮
か
ぶ
ま
ま
を
詩
の
形
に
詠
ん
だ

の

で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
五
十
首
の
詩
を
み
る
と
、
『
明
星
』
復
刊
後
、
当
時
の
與
謝
野
夫
妻

の
文
学
活
動

の
拠
点
で
も
あ
り
私
生
活
の
拠
点
で
も
あ

っ
た

《采
花
荘
》

・

《
遥

青
書
屋
》、
と
当
時
の
文
学

(漢
詩
)
を
通
じ
て
の
交
流
相
手
、
堀
口
長
城
、
渡

邊
湖
畔
、
吉
田
學
軒

の
三
人
の
人
物

の
存
在
が
鉄
幹
の
漢
詩
制
作

の
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
で
あ

っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

前
者

の
制
作
の

《場
》
と
、
後
者

の
制
作
対
象

《人
物
》

の
二
点
を
視
点
と
し

て
、

こ
れ
ら
五
十
首

の
詩
に

つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
先
ず

《
場
》、
次

に

《
人
物
》
の
順

で
述
べ
る
。

1

「
采
花
荘
」
「遙
青
書
屋
」
関
係

頃
者
予
借
地
工」
城
西
下
荻
窪
、
螢

一
茅
屋
、
扁
日
采
花
荘
。
荘
無
庭
園
之
趣
、

唯
任
雑
草
繁
蕪
。
而
月
爾
三
度
乗
聞
而
往
。
往
則
讃
書
、
倦
則
詠
歌
、
從
朝

　ヨ
　

至
夕
、
修
然
身
在
風
塵
之
表
、
意
興
所
會
、
偶
有
此
作
。
(訓
読
は
省
略
)

天
地

一
枝
筆

老
來
無
所
羅

浮
名
眼
中
蓋

囎
詠
自
恰
恰

(
二
)
ー

一
八

つ
な

天
地

一
枝
の
筆
、
老
来
羅
ぐ
所
無
し

浮
名
眼
中
に
尽
き
、
囎
詠
自
ず
か
ら
恰
恰
た
り

山
妻
又
識
字

唱
和
檎
新
僻

二
見
入
大
學

齢
見
各
就
師

と
ら

山
妻

又
字
を
識
り
、
唱
和

新
辞
を
檎
う
。

二
児
は
大
学
に
入
り
、
余
児
は
各
お
の
師
に
就
く

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

全
家
有
鯨
樂

清
貧
不
自
知

偶
出
都
門
去

小
碑
抱
巻
随

全
家

余
楽
有
り
て
、
清
貧

自
ず
か
ら
知
ら
ず

偶
た
ま
都
門
を
出
で
去
る
に
、
小
碑

巻
を
抱
き
て
随
う

城
西
三
里
許

瀟
洒

一
茅
茨

小
扉
傍
野
径

疎
竹
纏
成
籠

城
西
の
三
里
許
り
、
瀟
洒
な
る

一
茅
茨

小
扉

野
径
に
傍
い
、
疎
竹

纏
に
籠
を
成
す

草
長
不
肯
刈

衆
翠
透
簾
帷

吾
年
五
十
二

辛
勤
得
如
斯

草
長
ず
る
も
肯
え
て
刈
ら
ず
、
衆
翠
簾
帷
を
透
る

吾
が
年

五
十
二
、
辛
勤

斯
く
の
如
き
を
得

何
患
軒
檀
小

方
丈
納
須
彌

傭
仰

一
千
歳

漫
想
韓
退
之

何
ぞ
軒
櫨
の
小
な
る
を
患
わ
ん
、
方
丈
に
は
須
彌
を
納
む

傭
仰

一
千
歳
、
漫
に
韓
退
之
を
想
う

修
然
披
衣
坐

任几
几
猫
支
顕

黙
黙
封
書
巻

如
唖
又
如
痴

修
然
と
し
て

衣
を
披
き
て
坐
り
、
几
に
任
几
れ
て
独
り
願
を
支
う

黙
獣
と
し
て
書
巻
に
対
し
、
唖
の
如
く
又
痴
の
如
し

渇
飲

一
杯
水

快
煙
時

一
吹

占
噺
静
中
越

不
省
夏
日
移

渇
す
れ
ば

一
杯
の
水
を
飲
み
、
快
煙

時
に

一
た
び
吹
か
す

占
断

静
中
の
越
、
夏
日
の
移
る
を
省
み
ず

衣
上
忽
生
白

一
痕
涼
月
窺

清
麗
翻
稀
露

匙
我
讃
残
詩

衣
上

忽
ち
白
を
生
じ
、

一
痕

涼
月
窮
う

し

清
麗

稀
露
翻
り
、
我
が
残
詩
を
読
む
に
点
ず

小
碑
執
燭
進

云
追
夜
時
餐

行
厨
自
以
薦

携
得
自
遠
而

小
脾

燭
を
執
り
進
み
て
、
云
う

夜
時
の
餐
に
造
ぶ
と

厨
に
行
き
て
自
ら
以
て
薦
め
、
遠
く
よ
り
し
て
携
え
得
て

搏
飯
三
四
穎

疏
菜
以
爲
亘

苦
茶
煮
方
熟

足
以
忘
吾
飢

ま
ろ

飯
を
搏
め
る
こ
と

三
四
穎
、
疏
菜
以
て
亘
し

苦
茶

煮

て
方

に
熟
す
、
以
て
吾
が
飢
え
を
忘
る
る
に
足
る

回
頭
背
壁
影

稜
稜
痩
肩
款

鳴
呼
影
乎
影

與
汝
土
ハ戯
嬉
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

そ
ば
だ

頭
を
回
ら
せ
ば
壁
に
背
く
影
、
稜
稜
と
し
て
痩
肩
歌

つ

鳴
呼

影
よ
影
、
汝
と
共
に
戯
嬉
せ
ん

高
出
風
塵
表

何
物
繋
我
思

一
笑
軒
冤
客

康
衙
疲
奔
馳

高
く
風
塵
の
表
に
出
で
、
何
物
か
我
が
思
い
を
繋
が
ん

け
ん
べ
ん

こ
う
く

ほ

ん
ち

一
笑
す

軒
冤
の
客
、
康
衛

奔
馳
に
疲
る

食
畢
園
中
歩

敷
畝
我
所
治

便
摘
敷
董
菜

欲
向
細
君
遺

食

べ
畢
り
て
園
中
を
歩
み
、
数
畝
は
我
が
治
す
る
所

便
ち
数
茎

の
菜
を
摘
み
、
細
君

に
遺
ら
ん
と
欲
す

清
興
杳
不
書

自
忘
蹄
去
遅

俄
被
小
脾
促

踊
踊
詠
而
鶴

清
興

杏
と
し
て
尽
き
ず
、
自
ず
か
ら
帰
去
の
遅
き
を
忘
る

ま
ん
さ
ん

俄
に
小
碑
に
促
さ
れ
、
蹴
踊

詠
み
て
帰
る

悠
悠
塵
中
士

清
福
似
我
誰

悠
悠
た
り

塵
中

の
士
、
清
福

我

誰
に
似
た
る
か

五
言
古
詩
の
非
常
に
長
い
詩
だ
が
、
年
齢
五
十
二
歳

(大
正
十
四
年
お
b。
0)
の

鉄
幹

の
当
時
の
妻
晶
子
、
十

一
人
の
子
ど
も
た
ち
と
の
家
庭
生
活
が
実
に
微
細
に

述

べ
ら
れ
て
お
り
さ
さ
や
か
な
が
ら
幸
福
な
環
境
に
あ

っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
も

の
が
あ
り
、
さ
な
が
ら
陶
淵
明
の

「
帰
去
来
の
辞
」
を
連
想
さ
せ
る

一
種
の
聞
適

詩

の
趣
が
あ
る
。
偶
数
句
に
押
韻
し
、
上
平
四

・
支
の
韻
で
、

一
韻
到
底
。

こ
の
詩
は
、
第
七
巻

・
第
三
号

(
大
正
十
四
年
九
月
号
)
に
掲
載
さ
れ
た
四
首

の
第

一
首
の
詩
で
あ
り
、
第
二
次

『
明
星
』
に
載
せ
る
三
首
の
五
言
古
詩
の
中
で

最
も
長
篇
の
詩
で
あ
る
。

次

に

《
遙
青
書
屋
》
に
関
す
る
詩

だ
が
、
十
八
首
ほ
ど
あ
る
。

　　
　

郊
西
移
居
三
首

用
湖
畔
詩
韻
。
丙
寅
初
秋
作

郊

の
西
に
居
を
移
す
三
首

湖
畔

の
詩
韻
を
用
う
。
丙
寅
、
初
秋
の
作

ト
宅
西
郊
住

門
前
車
馬
無

遙
山
孚
送
碧

高
屋
濁
抗
朱

(三
)
1
二
一二

宅
を
西
郊

に
ト
し
、
門
前
に
車
馬
無
し

遥
山

争
い
て
碧
を
送
り
、
高
屋

独
り
朱
を
抗
げ
る

筆
帯
秋
心
勤

策
從
野
径
迂

園
疏
充
晩
食

掻
首
歎
吾
愚

筆
は
秋
心
の
勤
を
帯
ぶ
、
策
は
野
径
に
従
り
て
迂
る

園
疏
は
晩
食
に
充
て
、
首
を
掻
き
て
我
が
愚
を
歎
く

凋
坐
西
棲
上

秋
晴
雲
影
無

窓
街
暮
山
紫

簾
映
夕
陽
朱

独
り
西
楼
の
上
に
坐
し
、
秋
晴
れ
て
雲
影
無
し

窓
は
暮
山
の
紫
を
街
み
、
簾
は
夕
陽
の
朱
に
映
ず

書
到
人
如
近

夢
飛
途
不
迂
①
優
遊
鷹
待
老

此
裏
納
吾
愚

書
は
人
近
き
が
ご
と
に
到
る
、
夢
は
飛
ん
で
途
迂
ら
ず

優
遊

応
に
老
い
を
待

つ
べ
し
、
此
裏
に
我
が
愚
を
納
め
ん

田
園
聞
富
貴

市
隠
似
吾
無

茄
面
何
憎
紫

瓜
心
偏
愛
朱

は
ぶ

田
園

富
貴
を
聞
き
、
市
隠

吾
が
無
に
似
た
り

茄
面

何
ぞ
紫
を
憎
む
、
瓜
心

偏
に
朱
を
愛
す

著
書
笑
奮
獺

學
圃
逐
奨
迂

元
亮
同
高
興

悠
然
守
大
愚

書
を
著
し
て
奮

の
瀬
を
笑
い
、
学
圃

墓

の
迂
れ
る
を
逐
う

元
亮

高
興
を
同
じ
く
し
、
悠
然
と
し
て
大
愚
を
守
る

①
自
注

:
湖
畔
佐
渡

に
住
み
、

こ
の
五
言
律
詩
三
首
連
作
の
詩
は
、

答
え
た
も
の
で
、
「丙
寅
初
秋
」
即
ち
大
正
十
五
年

(一⑩
b。①
)

省
略
し
た
詩
題
に

「
西
の
郊
外
に
小
居
を
建

て
、

そ
の
側
ら
に

一
楼
を
建

て
遙
青
書
屋
と
名
づ
け
た
」
と
述
べ
、

か
し
て
い
る
。

七

・
虞
。

次

の
二
七

の
詩
は
、

こ
の
書
屋
に
お
い
て

『
明
星
』

さ
れ
た
よ
う
す
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。
詩
中

に

「銀
河
」
、

の
語
が
あ
る
の
で
、
前
詩

(二
三
～
二
五
)

は
五
言
律
詩
で
あ
る
。

遙
青
書
屋
小
集

銀
河
流
樹
抄

涼
燭
照
櫻
明

良
夜
共
薮
會

佳
篇
多
偶
成

銀
河

樹
秒
に
流
れ
、
涼
燭

楼
を
照
ら
し
て
明
ら
か
な
り

」

(
三
)
ー

二

四」

(
三

)
1

二

五」

近
ご
ろ
再
三
書
を
寄
す

新
潟
県
佐
渡
在
住
の
渡
邊
湖
畔
の
贈
詩
に

秋
の
作

で
あ
り
、

采
花
荘
と
名
づ
け
、
ま
た
最
近

命
名
の
由
来
を
明

二
三

・
二
四

・
二
五
の
三
首
と
も
偶
数
句
に
押
韻
し
、
韻
は
上
平

の
同
人
た
ち
の
歌
会
が
催

「草
虫
階
下
に
鳴
く
」

と
同
じ
く
季
節
は
秋
で
あ
り
、
詩
型

(三

)
ー

二
七
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つ
ど

良
夜

共
に
飯

に
会

い
、
佳
篇

多
く
偶
た
ま
成
る

主
人
生
素
髪

諸
客
尚
紅
情

露
氣
吹
残
酔

草
轟
階
下
鳴

主
人

素
髪
を
生
じ
、
諸
客

紅
情
を
尚
ぶ

露
気

残
酔
を
吹
き
、
草
虫

階
下
に
鳴
く

「主
人
」
は
鉄
幹
、
「諸
客
」
は
当

日
の
参
会
者
た
ち
、
「素
髪
」
は
白
髪
頭
の

鉄
幹
、
「紅
情
」
は
参
集
し
た
歌
人

達
の
熱
く
紅
潮
し
た
心
情
、
を
表
現
し
て
い

る
。
偶
数
句
に
押
韻
し
、
韻
は
下
平
八

・
庚
で
あ
る
。

次
の
詩
も
、
先

の
二
一二
～
二
五
の
三
首
と
同
じ
く
渡
邊
湖
畔
が
寄
せ
た
詩
の
韻

を
用
い
て
作

っ
た
口
占

(く
ち
ず
さ
み
)
の
五
言
律
詩
で
あ
る
。

書
屋
口
占

用
湖
畔
所
寄
韻

書
屋
口
占

湖
畔
寄
す
る
所
の
韻
を
用
う

郊
居
金
氣
遍

雨
後
轄
清
冷

野
服
菊
同
白

秋
繁
竹
共
青

郊
居

金
気
遍
し
、
雨
後

転
た
清
冷

ケ
イ

野
服

菊
同
に
白
し
、
秋
繁

竹
共
に
青
し

讃
書
藪
有
室

望
嶽
欲
名
亭

唱
和
詞
人
贈

新
篇
燦
似
星

書
を
読
む

鉱
に
室
有
り
、
岳
を
望
み
亭
に
名
づ
け
ん
と
欲
す

唱
和
し
て
詞
人
に
贈
る
、
新
篇

燦
と
し
て
星
に
似
た
り

詩

の
中

に
、
「
金
気
」
、
「菊
」

の
語
が
見
え
る
の
で
、

り
、
五

・
六
句
の
頸
聯

に
も

「
書
を
読
む

藪
に
室
有
り
、

け
ん
と
欲
す
」
と
、

《
遥
青
書
屋
》
命
名
の
由
来
を
詠
ん
で
い
る
。

篇

燦
と
し
て
星
に
似
た
り
」
の
句
は
、

句

に
押
韻
し
、
韻
は
下
平
九

・
青
。

以
上

の
五
首
は
、
第
九
巻

・
第
三
号

れ
た
九
首
の
中
の
五
首

で
あ
り
、

の
詩

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
作
詩

の
規

則
は
遵
守
し
、

い
る
。
次

に
挙
げ
る
の
は
、

十
二
月
以
来
、与

謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

(
三
)
1
二

八

や
は
り
季
節
は
秋

で
あ

岳
を
望
み
亭
に
名
づ

末
句

の

「新

「
明
星
」
を
意
識
し
た
も
の
か
。
偶
数

(大
正
十
五
年
十
月
号
一露
①)
に
掲
載
さ

四
首
が
渡
邊
湖
畔
の
詩
に
対
す
る
次

(和
)
韻

日
常
周
辺
の
こ
と
を
詠
ん
で

こ
の
書
屋
で
の
五
言
絶
句
十
三
首
連
作
の
詩
で
あ
る
が
、

文
筆
稼
業
が
多
忙
で
な
か
な
か
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
が
、

久
し
ぶ
り
に
訪
れ
宿
泊
し
た
際
、
降
雪
の
後

で
月
の
い
う
も
冴
え
庭
先
の
梅
花
が

二
分
咲
き
な
の
を
愛

で
た
詩
で
あ
る
。
白
梅
の
花
を
観
賞
し
香
り
を
か
ぎ
、
「
追

灘
」

(節
分
)

の
夕
べ
に
子
ど
も
た
ち
が
豆
ま
き
に
興
ず
る
よ
う
す
を
描
写
し
て

い
る
。余
客
騰
來
、
以
筆
耕
太
忙
、
久
不
纒
過
、
此
日
來
宿
、
書
屋
雪
後
、
庭
前
梅

花
、
開

・
二
分
、
月
色
清
妊
、
轄
畳
可
愛
、

余
客
騰
来
、
筆
耕
太
だ
忙
し
き
を
以
て
、
久
し
く
経
過
せ
ず
。
此

の
日
来

た
り
て
宿
す
。
書
屋
雪
の
後

に
し
て
、
庭
前
の
梅
花
、
開
く
こ
と
既
に
二

分
、
月
色
清
妖
、
転
た
愛
す
可
き
を
覚
ゆ
、

一

(
四
)
⊥

一=

庭
樹
薫
躁
立

雪
平
野
似
湖

凍
雲
微
擁
日

鮎
得

一
團
朱

庭
樹

薫
躁
と
し
て
立
ち
、
雪
は
平
ら
に
し
て
野
は
湖
に
似
た
り

凍
雲
微
に
し
て
日
を
擁
し
、

一
団
の
朱
を
点
じ
得
た
り

二

(四
)
⊥

二
二

四
隣
人
寂
蓼

似
向
山
中
宿

孤
負
月
明
多

窓
前
不
種
竹

四
隣

人
は
寂
蓼
、
山
中
に
向
い
て
宿
る
に
似
た
り

月
明
の
多
き
に
孤
負
し
、
窓
前
に
竹
を
植
え
ず

三

(四
)
1
三
三

吾
愚
吾
自
知

窮
達
亦
異
疑

猫
封
梅
花
白

春
風
諦
古
詩

我
が
愚
な
る
こ
と
吾
自
ら
知
る
、
窮
達
亦
た
異
ん
ぞ
疑
わ
ん

独
り
梅
花
の
白
き
に
対
い
て
、
春
風
に
古
詩
を
諦
す

四

(四
)
⊥

二
四

咀
囎
有
鯨
甘

詩
同
暉
味
徹

朱
絃
時

一
弾

照
有
窓
前
雪

咀
噛
し
て
余
甘
有
り
、
詩
は
禅
味
の
徹
に
同
じ

朱
絃

時
に

一
弾
、
窓
前
の
雪
を
照
ら
す
有
り

五

(四
)
⊥

二
五

勤
堅
鐵
作
幹

絞
潔
雪
成
花

願
嗅

一
枝
酸

終
生
讃
南
華

勤
堅
な
る
こ
と

鉄

幹
と
作
り
、
絞
潔
な
る
こ
と

雪

花
と
成
る
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

願
わ
く
は

一
枝

の
酸
る
を
嗅
ぎ
、
終
生

南
華
を
読
む
こ
と
を

六

(
四
)
1
三
六

百
年
須
萸
耳

榮
辱
又
何
云

猫
立
蒼
天
下

悠
悠
送
白
雲

百
年

須
突
な
る
の
み
、
栄
辱

又
た
何
を
か
云
わ
ん

独
り

蒼
天

の
下

に
立
ち
て
、
悠
悠
と
し
て
白
雲
を
送
る

七

(四
)
⊥

二
七

残
雪
照
窟
白

諸
見
共
講
歌

野
翁
讃
方
倦

任几
几
嗅
梅
花

残
雪

窓
を
照
ら
し
て
白
し
、
諸
児

共
に
歌
を
諦
す

野
翁

読
み
て
方
に
倦
み
、
几

に
任
几
れ
て

梅
花
を
嗅
ぐ

八

(四
)
⊥

二
八

郊
居
何
寂
舅

纒
過
古
人
稀

濁
伴
梅
花
影

嬬
蛾
入
素
帷

郊
居

何
ぞ
寂
翼
、
経
過

の
古
人
稀
な
り

独
り

梅
花
の
影
を
伴
い
、
嬬
蛾

素
帷
に
入
る

九

(四
)
1
三
九

春
來
不
出
郊

偶
到
主
如
客

孤
坐
嗅
寒
梅

疎
枝
数
嵩
白

春
来
た
る
も
郊
に
出
で
ず
、
偶

た
ま
主

の
客

の
如
く
到
り

孤
坐
し
て
寒
梅
を
嗅
ぐ
に
、
躁
枝

数
点
白
し

十

(四
)
1
四
〇

一
心
藏
衆
妙

萬
法
固
多
岐

有
攣
無
生
死

荘
周
作
蝶
飛

一
心

衆
妙
を
蔵
し
、
万
法

固
よ
り
多
岐

変
有
る
も
生
死
無
く
、
荘
周

蝶
と
作
り
て
飛
ぶ

十

一

(
四
)
1
四

一

追
灘
當
今
夕

童
見
撒
豆
呼

阿
爺
方
在
室

誤
勿
打
頭
顧

つ
い
な

追
灘
当
に
今
夕
な
る
べ
し
、
童
児

豆
を
撒
き
て
呼
ぶ

と
う

ろ

阿
爺

方
に
室
に
在
り
、
誤
り

て
頭
顧
を
打

つ
勿
れ

十
二

(四
)
1
四
二

吾
愛
女
蔓
薙

纏
絹
向
壁
墓

娩

柔
遂
其
性

不
似
主
人
頑

吾
は
女

の
蔓
羅
を
愛
す
、
絹
を
纏
い
て
壁
に
向
か
い
て
馨
る

そ

だ

娩
柔
其
の
性
を
遂
て
、
主
人
の
頑
な
な
る
に
似
ず

十
三

(用
渡
邊
湖
畔
君
所
寄
春
日
偶
成

一
首
韻
)

(渡
辺
湖
畔
君
寄
す
る
所
の

「春
日
偶
た
ま
成
る

一
首
」
の
韻
を
用
う
)

遙
山
天
末
碧

野
潤

一
川
横

雪
後
多
春
意

雲
從
萎
畝
生

(四
)
1
四
三

遥
山

天
末
に
碧
く
、
野
は
澗
く
し
て

一
川
横
た
わ
る

雪
後

春
意
多
く
、
雲
は
麦
畝
従
り
生
ず

こ
の
三

一
～
四
三
ま
で
の
詩
は
、
第
十
巻

・
第
二
号

(昭
和
二
年
四
月
号
お
鉢。刈)

に
掲
載
の
二
十
首
の
中
の
十
三
首
で
あ
る
。
中
に

「南
華
経
」
「嬬
蛾
」
「
荘
周
」

「蝶
と
作
り
て
飛
ぶ
」
「追
灘
」
な
ど
の
詩
語
が
見
え
、
脱
俗
閑
適

の
趣
を
感
じ
さ

せ
な
が
ら
目
前
の
二
分
咲
き
の
梅
花
を
賞
翫
し
、
子
ど
も
た
ち
が
豆
ま
き
に
興
じ

る
姿
を
詠
む
な
ど
、
即
興
的
な
五
言
絶
句
十
三
首
で
あ
る
。
昭
和
元
年

(一り
b。①
)

の
節
分
の
日
の
作
で
、
第
二
次

『
明
星
』
の
五
十
首
の
詩
の
中
で
は
佳
作
と
評
価

す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
五
の
詩
に
見
え
る

「鉄
幹
」
は
、
梅
の
幹
の
こ
と
。

韻
は
、
三
三
の
詩
が

一
句
に
も
押
韻
す
る
以
外
は
、
規
則
ど
お
り
偶
数
句
に
押

韻
す
る
。
韻
は
、
三

一
…
上
平
七

・
虞
。
三
二
…
入
声

一
・
屋
。
三
三
…
上
平
四

・

支
。
三
四
…
入
声
九

・
屑
。
三
五
…
下
平
六

・
麻
。
三
六
…
上
平
十
二

・
文
。
三

七
…
下
平
六

・
麻
。
三
八
…
上
平
五

・
微

(
一
句
)
、
上
平
四

・
支
。
三
九
…
入

声
十

一
.
晒
。
四
〇
…
上
平
四

・
支

(
一
句
)
、
上
平
五

・
微
。
四

一
…
上
平
七

・

虞
。
四
二
…
上
平
十
五

・
冊
。
四
三
…
下
平
八

・
庚
。
押
韻
の
字
の
種
類
は
多
い

が
、
平
声
そ
れ
も
上
平
に
集
中
し
、
上
声

・
去
声
の
韻
字
は
用
い
て
い
な
い
。
押

韻
の
面
か
ら
鉄
幹

の
詩

の
特
徴
を
考
え
て
み
る
こ
と
が
可
能
か
も
知
れ
な
い
。

以
上
で
、

《場
》
と
し
て
の

《采
花
荘
》

《
遥
青
書
屋
》
関
係
の
詩
に

つ
い
て

の
論
述
は
終
え
、
次
に

《人
物
》
関
係

の
こ
と
に
言
及
し
た
い
。

○

第
二
次

『
明
星
』
の
鉄
幹
の
漢
詩
で
、
特
定
の
人
物
と
の
関
係
が
重
要
な
要
素

に
な

っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
人
物
と
は
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、

1
堀
口
長
城

-
渡
邊
湖
畔

皿
吉
田
學
軒

の
三
人

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
物
を
順
を
追

っ
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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1

堀
口
長
城

(
一
)
1

一
・
二

・
三

本
名
、
堀
口
九
萬

一
、
日
本
で
最
初
の
外
交
官
で
あ
る
。
鉄
幹
と
は
特
別
親
密

な
関
係
に
あ

っ
た
よ
う
だ
が
、
『
明
星
』
そ
の
他
鉄
幹
の
主
宰
し
た
雑
誌

の
同
人

で
は
な
か

っ
た
。
漢
詩

の
作
家
で
あ

り
、
三
百
首
以
上
の
作
品
が
残
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
息
子
の
堀

口
大
學
は
鉄
幹

の
弟
子
で
あ
り
、
『
ス
バ
ル
』
『我
等
』
以
来

第
二
次

『
明
星
』

の
主
要
な
メ
ン
バ
:
で
あ

っ
た
が
、
父
の
死
後
遺
稿
を
編
纂
し

　ア
　

て

『長
城
詩
抄
』

一
冊
を
刊
行
し
た
。

鉄
幹
が
長
城
に
贈

っ
た
漢
詩
は
第
六
巻

・
第
三
号

(大
正
十
四
年
三
月
号
一露
α)

の

「采
花
荘
雑
詩
」

の
冒
頭
に
七
言
絶
句
三
首
が
収
録
さ
れ
、
長
城
か
ら
の
贈
詩

に
酬
い
た
次
韻
の
詩

で
あ
る
。

登
亥
晩
秋
與
羅
馬
尼
駐
剤
公
使
堀
口
父
子
飲
長
城
有
詩
、
次
其
韻
却
酬
、
三
首

獲
亥
晩
秋
、
羅
馬
尼
駐
剤
公
使
の
堀
口
父
子
と
飲
む
。
長
城
に
詩
有
り
、

其
の
韻

に
次
し
却
酬
す
。
三
首

※
癸

官
場
追
暇
共
吟
莚

公
使
風
流
誰
比
肩

(
一
)
ー

一

官
場
暇
に
追
ん
で

共
に
莚
に
吟
ず
、
公
使

の
風
流

誰
か
肩
を
比
べ
ん

更
喜
君
家
公
子
在

龍
蛇
百
攣
作
長
篇
①

更
に
喜
ば
し
き
は
君
が
家
に
公
子
の
在
り
、
龍
蛇
百
変
し
て
長
篇
を
作
す
を
」

新
歓
如
酷
奮
歓
醇

昨
是
今
非
五
十
春

(
一
)
1
二

新
歓
は
酷

の
如
く

旧
歓
は
醇

し
、
昨
は
是
に
し
て
今
は
非
な
る
五
十
の
春

遊
挾
誰
憐
漢
陽
客

如
今
斑
白
講
書
人
②

遊
侠

誰
か
憐
れ
む

漢
陽
の
客
、
如
今

斑
白

講
書

の
人

」

偶
會
故
人
尋
薯
歓

災
齢
秋
夕
倍
新
寒

(
一
)
⊥

二

偶
た
ま
故
人
に
会

い
て

旧
歓
を
尋
む
、
災
余
の
秋
夕

新
歓

に
倍
す

陶
然
且
假
酔
中
夢

欲
學
圖
南
萬
里
搏

搏
11
搏

ロつ

陶
然
と
し
且

つ
酔
中
の
夢
を
仮
り
、
図
南
の
万
里
を
搏

つ
を
学
ば
ん
と
欲
す
」

こ
の
三
首
の
詩
は
、
前
稿

に
も
第
二
次

『
明
星
』
掲
載
の
詩
の
例
と
し
て
挙
げ

　　
　

た
こ
と
が
あ
る
。
長
城
か
ら
の
三
首

の
贈
詩
は
未
詳
だ
が
、
大
正
十
二
年

(癸
亥

お
b。G。)

の
晩
秋
、
鉄
幹
五
十
歳
、
当
時
ル
ー
マ
ニ
ア
公
使
の
長
城
、
息
子
の
大
學

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

の
父
子
と
の
三
人
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
と
い
う
。
第

一
首
は
息
子
の
大
學
を
称

え
、
第
二
首
は
再
会
を
祝
し
、
長
城
と
の
最
初
の
出
会

い
が
三
十
年
前
、
朝
鮮
京

城

(
ソ
ウ
ル
)
で
あ

っ
た
と
注
す
る
。

自
注

-
①
長
城

の
長
子
の
大
学

国
詩
を
善
く
す
、
長
篇
縦
横
に
し
て
夙
に
盛

名
有
り
。
②
予
長
城
と
始
め
て
朝
鮮
京
城
に
干
い
て
相
識
る
、
実
に
三
十
年
前

事
に
属
す
。

第
三
首
は
旧
友
長
城
の
来
訪
に
仮
寝
の
夢
の
思
い
だ
が
、
大
志
を
抱
く
長
城
を

見
習

い
た
い
と
結
ぶ
。
詩
中
に

「
龍
蛇
」
「図
南
」
な
ど

の
詩
語
を
用
い
る
。
ち

な
み
に
詩
中
の

コ
ニ
十
年
前
」
と
は
、
明
治
二
十
八
年

(一c。Φ
α)
十
月
に
起
き
た
、

京
城
で
の
聞
妃
事
件
と
関
わ
り
が
あ
る
が
、
こ
の
件
に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

な
お
こ
の
年

(癸
亥
)
の
翌
々
年
、
大
正
十
四
年
四
月

(一露
α
)
に
堀
口
九
萬

一

は
ル
ー
マ
ニ
ア
公
使
を
最
後
に
外
交
官
を
辞
し
て
い
る
。

三
首
と
も
に
、

一
・
二

・
四
句
に
押
韻
し
、
韻
は
、

一
…
下
平

一
・
先
。
二
…

上
平
十

一
・
眞
。
三
…
上
平
十
四

・
寒
。
い
ず
れ
も
平
声
の
韻
で
あ
る
。

皿

渡
邊
湖
畔

(
一
)
ー
九

・
=

・
一
二

・
=
二
・
一
四

・
一
五

・
一
六

(三
)
ー
二
二

・
二
一二
・
二
四

・
二
五

・
二
六

・

(二
八
)

《
人
物
》
の
H
は
渡
邊
湖
畔
で
あ
り
、
第
二
次

『
明
星
』
所
載
の
漢
詩
群
の
中

で
最
も
重
要
な
人
物
で
あ
り
、
五
十
首
の
う
ち
十
三
首
が
湖
畔

へ
の
贈
詩

で
あ
る
。

本
名
、
渡
邊
林
平
、
金
左
右
衛
門
。
明
治
十
九
年

(一c。c。
①)
七
月

一
日
～
昭
和

三
十
五
年

(一⑩
①O
)
九
月
十
六
日
残
。
歌
人

・
俳
人
。
新
潟
県
畑
野
町
に
生
れ
、

小
学
校
卒
業
後
、
美
濃
部
禎

(羽
茂
の
人
)
に

つ
い
て
国
漢
を
学
ぶ
。
家
業
は
呉

服
商
、
佐
渡
電
灯
会
社
社
長
に
就
任

(三
十
歳
)
、
十
代
か
ら
短
歌

に
親
し
み
、

「
わ
か
な
舟
」
(山
田
花
作
主
宰
)
の
同
人
、
「
新
潟
新
聞
」
(山
田
花
作
選
者
)
に

も
寄
稿
し
て
い
る
。
大
正
十
三
年

(
一⑩
b。心
)
八
月
、
昭
和
九
年

(一⑩
G。心
)
十

一
月

の
二
度
、
與
謝
野
夫
妻
を
佐
渡
に
招
き
生
涯
親
密
に
交
際
し
た
。
高
村
光
太
郎
や

石
井
柏
亭
と
も
交
流
が
あ
り
、
昭
和
十
年

(一Φ
G。α
)
か
ら

「彰
」
の
号
で

「東
華
」

に
漢
詩
を
発
表
し
続
け
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら

「古
半
」
と
号
し
て
俳
句
に
転
じ
、

実
業
家

・
文
人
と
し
て
名
が
高
か

っ
た
。
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

「
ス
バ
ル
」
第
六
号

(明
治
四
十

三
年
十
月
発
行
巳
一〇
)
に

「鳥
か
ぶ
と
」

(歌
)
が
見
え
る
。
第
二
次

『
明
星
』

か
ら
投
稿
が
本
格
的
に
始
ま
り
、
第

一
巻

・

第

一
号

(大
正
十
年
十

一
月
発
行
一
⑩卜。一)
以
来
、
最
終
の
第
十
巻

・
第
二
号

(昭

和
二
年
四
月
発
行
一露
刈)
ま
で
作
品
を
投
稿
し
続
け
た
。
た
だ
し
漢
詩

の
作
品
は

全
く
見
え
な
い
。

第
二
次

『
明
星
』
終
刊
の
後
、
翌
年
満
蒙
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
鉄
幹
は
、
「
旅

行
記
」
出
版
と
同
じ
年

(昭
和
五
年
お
ωO
)
の
三
月
に

『冬
柏
』
を
創
刊
す
る
が
、

　き
　

漢
詩
二
十
首
を
掲
載
す
る
。
そ
の
う
ち
八
首
が
や
は
り
湖
畔

へ
の
贈
詩
で
あ
る
。

な
お
湖
畔
は
鉄
幹
が
没
し
た
折

に
哀
悼
の
漢
詩
を
寄
せ
て
い
る

(『
冬
柏
』
第

　
む
　

六
巻

・
第
四
号
)
。

『
明
星
』
所
載

の
湖
畔
に
贈

っ
た
十
三
首
の
中
か
ら
幾
首
か
の
漢
詩
を
選
び
次

に
挙
げ
る
。
ま
ず
、

=

・
一
二

・
一
四

・
一
五
の
詩
は
、
長
城

へ
の
贈
詩
と
同

　り
　

じ
号
に
載
せ
た
も

の
で
あ
る
。

今
年
正
月
十
日
、
封
雪
書
懐
、
寄
渡
邊
湖
畔
養
痢
在
興
津

(
一
)
1

=

今
年
正
月
十
日
、
雪
に
対
し

て
懐
い
を
書
し
、
渡
邊
湖
畔
の
興
津
に
在
り

て
痢
を
養
う
に
寄
す

春
遅
鶯
未
到

雪
鎖
半
扉
柴

薄
酒
纏
成
醇

貧
厨
自
守
齋

春
遅
く
し
て

鴬
未
だ
到
ら
ず
、
雪
は
半
ば
扉
柴
を
鎖
し

薄
酒

纏
か
に
酔
い
を
成
す
、

貧
厨

自
ら
斎
を
守
る

梅
香
寒
裏
醸

詩
調
苦
中
譜

忽
憶
嶽
南
客

夢
飛
煙
水
涯

こ

梅
香

寒
裏
に
醐
し
、
詩
調

苦
だ
中
譜

忽
ち
岳
南
の
客
を
憶

い
、
夢
は
煙
水
の
涯
に
飛
ぶ

正
月
十
日
、
雪
景
色
に
対
す
る
感

慨
を
詩

に
託
し
、
静
岡
の
興
津

病
気
療
養
中
の
湖
畔
に
寄
せ
た
五
言
律
詩

で
、
詩
中

の

指
す
。
偶
数
句
に
押
韻
し
、
韻
は
上

平
九

・
佳
。

次

の
詩
は
、

た
七
言
律
詩
二
首
の

一
で
あ
る
。

和
湖
畔
興
津
養
痢
雑
詩
韻
却
寄
、
二
首

」

(清
水
)
で

「岳
南

の
客
」
は
湖
畔
を

同
じ
く
静
岡

で
療
養
中

の
湖
畔

の
詩
に
対
す
る
和
韻

の
詩
を
寄
せ

(
一
)
ー

一
二

湖
畔
の
興
津
に
痢
を
養
う
雑
詩
の
韻
に
和
し
却
っ
て
寄
す
、
二
首

五
十
三
年
春
又
秋

人
間
何
日
脱
窮
愁

五
十
三
年

春
又
た
秋
、
人
間

何
れ
の
日
か
窮
愁
を
脱
せ
ん

吟
成
毎
與
山
妻
詠

讃
倦
時
同
少
女
遊

と
も

吟
成
り

毎
に
山
妻
と
詠
ず
、
読
倦
き
て

時
に
少
女
と
同
に
遊
ぶ

自
笑
詩
才
如
菖
拙

誰
憐
世
累
及
今
稠

お
お

自
ら
笑
う
詩
才
旧
拙
の
如
き
を
、
誰
か
憐
れ
む
世
累
今
に
及
ぶ
も
稠
し

嶽
南
春
色
遙
相
憶

松
映
晴
波
水
有
州

岳
南

春
色

遥
か
に
相
憶
う
、
松
は
晴
波
に
映
じ

水
に
州
有
り

」

五
十
三
の
年
齢
、
ま
た

=

の
詩
の

「
岳
南
」
の
語
を
再
び
用
い
、
そ
の
地
の

「春
色
」
を

「遙
か
に
相
憶
う
」
と
湖
畔
の
身
を
気
遣
う
情
が
見
え
る
。

一
・
二

・

四

・
六

・
八
句
に
押
韻
し
、
韻
は
下
平
十

一
・
尤
。

=

・
一
二
と
も
に
平
声
の

韻
字

で
あ
る
。

次
の

一
四
の
詩
は
、

《采
花
荘
》
に
集

っ
た
同
人
た
ち
が

「国
風
」
(『詩
経
』
)

の
こ
と
を
議
論
し
て
い
る
の
を
聞
き
湖
畔
の
詩
の
韻
を
用
い
て
作

っ
た
と
い
う
。

聴
二
三
子
論
國
風
而
有
感
、
用
湖
畔
詩
珀

(
一
)
1

一
四

二
三
子
の
国
風
を
論
ず
る
を
聴
き
て
感
有
り
、
湖
畔
の
詩
の
駒
を
用
う

曾
擬
鶴
鳴
干
九
皐

老
來
鵬
意
避
風
濤

こ
う

お
も

曾
て
鶴
の
九
皐
に
鳴
く
に
擬
す
、
老
来

鵬

風
涛
を
避
く
を
意
い

也
無
気
力
能
騙
鬼

唯
有
形
骸
痩
似
贅

こ
う

也
た
気
力
無
く
し
て
能
く
鬼
を
駆
う
、
唯
だ
形
骸
の
痩
な
る
こ
と
贅
に
似
る

海
内
新
詩
何
膣
好

京
中
蕾
友
幾
人
豪

一
海
内

の
新
詩

何
れ
の
体
か
好
か
ら
ん
、
京
中
の
旧
友

幾
人
か
豪
な
る

医
厘
傭
下
是
非
語

自
古
詞
権
属
俊
髪

し

ゅ
ん
ぼ
う

区
区
た
る
傭

是
非

の
語
を
下
す
、
古
よ
り
詞
権
は
俊
髭
に
属
す

「
九
皐
」
「
鴎
意
」
な
ど

「
経
書
」
に
関
わ
る
詩
語
を
使

っ
て
い
る
が
、
実
際

に
は
中
国
の

「経
書
」
で
は
な
く
、
日
本
の
文
学

(和
歌
)

の
本
質
に
関
す
る
議

論
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
七
言
律
詩
の
格
調
高
い
内
容
で
あ
り
、
押
韻
は
、

一
句

一68一



及
び
偶
数
句
、
韻
は
下
平
四

・
豪
。

次
の

一
五

の
詩
は
、
詩
題

(序
)

に
湖
畔
の
贈
詩
を
載
せ
、
感
想
と
と
も
に
歌

壇

の
変
遷
ま
た
現
状

に
つ
い
て
の
自
身
の
思
い
を
述
べ
、
湖
畔
の
詩
に
和
韻
し
た

答
詩
を
贈
る
。

湖
畔
所
贈
詩
云
。
「
詞
園
寂
翼
委
柴
荊
。
大
雅
正
宗
猫
屡
卿
。
巨
刃
摩
天
人

不
識
。
自
期
千
載
布
衣
名
。
」
語

錐
溢
美
不
太
當
、
又
知
己
言
也
、
顧
當
明

治
中
葉
、
予
年
少
氣
鋭
、
不
省
菲
才
、
附
先
師
騨
尾
。
敢
唱
國
風
之
反
正
趨

新
、
實
属
計
年
前
事
、
今
也
詞
壇
新
人
如
雲
、
其
作
競
芳
孚
妖
、
而
予
衰
残

殆
不
能
復
起
、
感
慨
無
限
、
乃
和
湖
畔
韻
以
答

(
一
)
1

一
五

湖
畔
贈
る
所

の
詩

に
云
う
、

「
詞
園
寂
箕
と
し
て
柴
荊
に
委
す
。
大
雅
の

正
宗
独
り
卿

に
属
す
。
巨
刃
天
を
摩
す
も
人
は
識
ら
ず
。
自
ら
千
載
布
衣

の
名
を
期
す
。」
語
美
に
溢
る
る
と
錐
も
太
だ
し
く
は
当
た
ら
ざ
る
も
、
又

た
知
己
の
言
な
り
、
顧
み
る
に
明
治
の
中
葉
に
当
た
り
、
予
年
少
に
し
て

氣
鋭
、
菲
才
を
省
み
ず
、
先
師
の
騨
尾
に
附
す
。
敢
え
て
国
風
の
反
正
趨

新
を
唱
う
る
は
、
実
に
量
年
前

の
事
に
属
し
、
今
や
詞
壇
に
新
人
雲
の
如

く
其
れ
芳
を
競
い
妊
を
争
う
を
作
し
、
而
し
て
予
衰
残
し
て
殆
ん
ど
復
た

起

つ
こ
と
能
わ
ず
、
感
慨
限
り
無
し
、
乃
ち
湖
畔

の
韻
に
和
し
以
て
答
う
。

先
唱
歌
壇
關
棘
荊

奪
來
傳
授
属
公
卿

先
に
歌
壇

に
棘
荊
を
關
く
を
唱
え
、
奪
い
来
り
て
伝
授
す
る
は
公
卿
に
属
す

同
頭
三
十
年
前
事

猶
有
詩
人
記
姓
名

頭
を
回
ら
せ
ば
三
十
年
前
の
事
、
猶
お
詩
人
の
姓
名
を
記
す
有
る
が
ご
と
し

湖
畔
の
詩
は
、
今

の
歌
壇
の
荒
廃
と
衰
微
を
歎
き
鉄
幹

一
人
が
正
当
派
で
あ
り
、

偉
大
な
歌
人

の
作
を
人
は
認
識
し
な
い
が
、
千
載
の
後
ま
で
も
の
鉄
幹

の
歌
人
と

し
て
の
価
値
を
期
待
す
る
、
と
い
う
。
そ
れ
に
対
し
て
鉄
幹
は
、
賞
め
す
ぎ
だ
が

知
己
の
言
葉
で
も
あ
る
と
述
べ
、
自
ら
の
三
十
年
来
の
歌
歴
を
回
顧
す
る
。
今
や

無
数
の
新
人
台
頭

の
時
代
で
あ
り
五
十
代
の
衰
残
の
身
は
再
起
不
能

で
、
記
憶
す

る
人
も
あ
る
か
無
し
か
だ
が
、
感
無
量
の
心
情
を
湖
畔
の
贈
詩
に
和
韻
し
て
答
詩

と
し
た
、
と
い
う
。
贈
詩

・
答
詩
と
も
に
七
言
絶
句
で
あ
る
が
、
詩
題

の
な
か
に

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

湖
畔
の
贈
詩
を
記
す
と
い
う
形
式
は
特
殊
な
形
式
で
あ
ま
り
例
を
見
な
い
。

詩
の
内
容
は
、
二
十
代

の
初
め
か
ら
歌
壇

の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
紆
余
曲
折
を
経

て
き
た
今
、
我
が
姓
名
が
残

っ
て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
。
和
韻
の
詩
な
の
で
、

湖
畔

の
七
言
絶
句
の

一
・
二

・
四
句
の
字
、
「
荊

・
卿

・
名
」
を
そ
の
ま
ま
句
末

の
字
に
用
い
て
い
る
。
下
平
八

・
庚

の
韻
。

次
の
二
六
の
詩
は
、
第
九
巻

・
第
三
号

(大
正
十
五
年
十
月
号
一露
①)
所
載

の

詩
で
あ
り
、
五
言
律
詩
で
あ
る
。
湖
畔

の
書
簡

に
返
し
た
詩
で
あ
る
。

四
畳
韻
贈
湖
畔

四
畳
韻
、
湖
畔

に
贈
る

書
自
佐
州
至

知
君
俗
累
無

茶
煎
消
悶
緑

詩
嵩
會
心
朱

書
は
佐
州
よ
り
至
り
、
君
に
俗
累
の
無
き
を
知
る

茶
は
煎
ず
消
悶

の
緑
、
詩
は
点
ず
会
心
の
朱

秋
意
竹
同
冷

世
途
人
共
迂

近
來
何
所
學

暖
達
外
如
愚

秋
意

竹
と
同

に
冷
や
や
か
、
世
途

人
と
共
に
迂
る

近
来

何
の
学
ぶ
所
ぞ
、
暖
達

外

愚
の
如
し

佐
渡
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
湖
畔
の
手
紙
に
対
し
て
、

を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
韻
は
偶
数
句
に
踏
み
、

な
お
先

に
挙
げ
た
、
二
八
の
五
言
律
詩
も
湖
畔
の
贈
詩
に
和

で
あ
る
。

こ
う
し
た
湖
畔
と
の
応
酬
、

(
三

)
1

二

六

自
身

の
日
常

の
閑
適
の
境
地

韻
は
上
平
七

・
虞
。

(次
)
し
た
も
の

贈
答
の
漢
詩
が
数
多
く
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の

時
期

の
鉄
幹

の
漢
詩
制
作
の
主
軸
が
那
辺
に
あ

っ
た
か
自
ず
と
知
る
こ
と
が
で
き

そ
う
で
あ
る
。

《人
物
》

の
皿
は
吉
田
學
軒

で
あ
る
。

皿

吉
田
學
軒

(三
)
i
二
九

・
三
〇

吉
田
學
軒
、
本
名
吉
田
増
蔵
、
福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。
慶
応
二
年

(一c。
①①
)

一

月
二
十
二
日
～
昭
和
十
六
年

(一Φ凸
)
十
二
月
残
。
京
都
府
稗
田
村
に
あ

っ
た
水

栽
園
で
漢
学
を
学
び
、
京
都
帝
大
撰
科
生
と
な
り
哲
学
を
学
ん
で
後
、
奈
良
女
子

高
等
師
範
学
校
教
授
を
経

て
図
書
寮
編
修
官
と
な

っ
た
。
大
正
十
五
年

(一Φ
卜。①)

十
二
月
、
大
正
天
皇
崩
御
の
際
、
宮
内
大
臣
か
ら
元
号
考
案
を
命
じ
ら
れ
、
『
書
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

　
は
　

経
』
の

一
節
か
ら

「
昭
和
」
の
年
号
を
考
案
し
た
と
言
わ
れ
る
。

鉄
幹
が
吉
田
學
軒
と
親
し
く
な

っ
た
の
は
第
二
次

『明
星
』
復
刊
の
翌
年
に
、

長
年
に
わ
た

っ
て
與
謝
野
夫
妻
を
支
援
し
て
き
た
森
鴎
外
が
亡
く
な
り
、
鉄
幹
が

『鴎
外
全
集
』

の
編
輯
主
任
と
な

っ
た
こ
ろ
か
ら
で
あ

っ
た
。
そ
れ
以
来
吉
田
学

　
む

軒
に
師
事
し
、
再
び
漢
詩
を
学
び
始
め
た
の
で
あ
る
。
學
軒
は
鴎
外

に
よ

っ
て
そ

の
才
能
を
見

い
だ
さ
れ
た
人
で
あ
り
、
鴎
外
の
晩
年
は
特
に
親
密
な
間
柄
に
あ

っ

た
。
二
九

・
三
〇
の
二
首
は
、
第
二
次

『明
星
』
の
第
九
巻

・
第
三
号

(大
正
十

五
年
十
月
号
一⑩
ま
)
所
載
の
も
の
で
あ
る
。

呈
吉
田
學
軒
先
生

吉
田
学
軒
先
生
に
呈
す

百
家
凋
落
後

夫
子
濁
能
振

超
俗
識
兼
徳

立
誠
詩
有
神

百
家

凋
落
の
後
、
夫
子

独
り
能
く
振
る
う

超
俗

識
徳
を
兼
ね
、
立
誠

詩
に
神
有
り

道
探
九
纒
典

學
藻
六
書
眞

相
識
廿
年
晩

五
十
欲
間
津

道
は
九
経
の
典
を
探
し
、
学
は
六
書
の
真
を
藻

つ

相
識
る
こ
と
二
十
年
の
晩
、

(
三

)
i

二

九

五
十
に
し
て
津
を
問
わ
ん
と
欲
す

こ
の
五
言
律
詩

に
は
師
の
學
軒
に
対
す
る
真
摯
な
漢
詩
制
作

の
姿
勢
が
実
に
よ

く
表
れ
て
い
る
。
中
国
語
学
特
に
文
字
学
の
専
門
家

で
あ

っ
た
學
軒
の
学
識
に
対

し
て
、
「
百
家
」
「
夫
子
」
「
九
経
」
「
六
書
」
な
ど
過
剰
な
ま
で
の
典
拠
あ
る
語
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
尾
聯
に
お
い
て

「師
を
知
る
の
が
二
十
年
お
そ

か

っ
た
、
五
十

の
年

で

《津
》
を
訪

ね
よ
う
と
し
て
い
る
」
、
と

『
論
語
』
微
子

篇
の

「子
路
を
し
て
津
を
問
わ
し
む
」
を
用
い
て
、
学
問
の
道
探
究
と
教
え
を
乞

う
姿
勢
を
示
し
吉
田
學
軒
に
対
す
る
敬
愛

の
情
を
表
明
し
て
い
る
。
偶
数
句
に
押

韻
し
、
韻
は
上
平
十

一
・
眞
。

次
の
も
う

一
首
の
五
言
律
詩
は
、
師
の
學
軒
に
贈
呈
と
同
時

に
友
人
た
ち
に
も

示
し
た
も

の
で
、
よ
き
師
よ
き
友
に
恵
ま
れ
た
三
十
年
の
苦
吟
の
人
生
を
回
顧
し

て
い
る
。
五
畳
韻
呈
吉
田
先
生
併
似
諸
友

(三
)
ー
三
〇

五
畳
韻
、
吉
田
先
生

に
呈
し
、
併
せ
て
諸
友
に
似
す

良
師
兼
益
友

相
識
世
仮
無

交
頼
諸
君
素

詩
煩
夫
子
朱

と
こ
ろ

良
師

益
友
を
兼
ね
、
相
識

世
よ
無
き
仮

交
は
諸
君
の
素
を
頼
み
、
詩
は
夫
子
の
朱
を
煩
わ
す

苦
吟
茄
年
痩

末
學

一
生
迂

猶
作
童
見
問

同
人
憐
我
愚

苦
吟

三
十
年
痩
せ
、
末
学

一
生
迂
な
りとも

猶
お

童
児

の
問
い
を
作
す
が
ご
と
く
、
同
に
人
の

我
が
愚
を
憐
れ
む

晩
年
に
漢
詩
を
学
ん
で
も

一
生
う
だ

つ
は
あ
が
ら
ず
、
子
ど
も
が
も
の
を
尋
ね

る
の
と
同
じ
よ
う
で
我
が
愚
か
さ
を
人
は
憐
れ
ん
で
い
る
よ
う
だ
、
と
上
達
の
ま

ま
な
ら
ぬ
心
情
を
吐
露
し
て
い
る
。
偶
数
句

に
押
韻
し
、
韻
は
上
平
七

・
虞
。

學
軒
に
先
立

つ
こ
と
六
年
余
り
、
鉄
幹

の
死
後
三
十
五
日
の
法
要
に
、
學
軒
は

　ヨ

追
悼
の
詩
を
寄
せ
て
い
る
。

○

以
上
、
適
宜
に
例
と
な
る
詩
を
あ
げ

つ
つ
第
二
次

『
明
星
』
の
鉄
幹
の
漢
詩
に

つ
い
て
述

べ
て
き
た
が
、
前
稿

の

『海
内
詩
媒
』
の
漢
詩
と
は
か
な
り
質
的
に
異

な
る
も

の
が
あ
る
。
十
代

の
鉄
幹
は
、
日
柳
三
舟
主
宰
の
漢
詩
雑
誌
の
投
稿
者

の

一
人

で
あ

っ
た
が
、

こ
れ
は
自
ら
が
主
宰
者
で
あ
る
雑
誌
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
三
十
五
年
の
空
白
が
漢
詩
制
作
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
は

論
じ
が
た
い
も
の
が
あ
る
と
い
う
の
が
筆
者
の
正
直
な
感
想
で
あ
る
。
た
だ
十

一

人

の
子
ど
も
を
か
か
え
た
大
家
族
の
中
で
、
終
生
夫
妻
が
と
も
に
仕
事
が
で
き
、

時

に
同
人
た
ち
と
の
会
合
も
も
て
る

《場
》
《采
花
荘
》
《遙
青
書
屋
》
で
第
二
次

『
明
星
』

の
編
輯
を
行
え
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
実
生
活
上
ま
た
精
神
的
余
裕
を
生

じ
た
の
が
鉄
幹
の
漢
詩
制
作
復
活
の

一
因
だ

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
こ
の
時
期

に
最
良
の
師
吉
田
学
軒
、
さ
ら
に
二
人
の
漢
詩

の
好
き
友
、
堀

口
九
萬

一
、
渡
邊
湖
畔
と
の
出
会
い
は
漢
詩
制
作
の
復
活
に
大
き
く
作
用
し
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
後
者

の
二
人
の
漢
詩
を
め
ぐ

っ
て
は
未
解
決

の
部
分
が

多
く
、
鉄
幹
と
の
贈
答
詩
は
ま
だ
ま
だ
資
料
不
足
の
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
三
十

五
年
ぶ
り
に
第
二
次

『明
星
』
に
掲
載
し
た
鉄
幹

の
漢
詩
は
特
殊
で
は
あ
る
が
、

裏
付
け
と
な
る
資
料
は
皆
無

で
は
な
い
の
で
、
更
な
る
資
料
踏
査
に
よ
っ
て
解
明
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

で
き
る
面
が
あ
る
こ
と
を
筆
者
の
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

[注
]

(1
)
『
海
内
詩
媒
』
百
三
十
四
集
。
な
お

「瓶
井
山
雑
吟
」
は
二
首
連
作

の
詩

で
、
も
う

一
首
は
百
三
十
集

に
見
え
、
同
年
の
四
月
十
二
日
発
行
。

(2
)
「
与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

初
稿
」
東
海
学
園

言
語

・
文
学

・
文
化
第
六
号

(平
成
十
九
年
三
月
)
。

(3
)
明
治
二
十
三
年
、
帝
国
議
会

が
初
め
て
開
か
れ
た
年
に
詠
ん
だ
五
言
古
詩
が
あ
る
。
(『
與
謝
野
鉄
幹
伝
』
永
岡
健
右
著
)

(4
)
『
明
星
』
コ

隅
の
卓
」
(第
九
巻

・
第
三
號

・
大
正
十
五
年
十
月
)

我
我
夫
婦
は
郊
外
に

一
昨
年
小
さ
な
読
書
室
を
建

て
て
「采
花
荘
」
と
名
づ
け
た
が
、
此
夏
友
人
の
厚
意
に
由

っ
て
増
築
し
、
初
め
て
家
ら
し
い
も
の
が
出
来
た
。
之
は
主

と
し
て
十
鯨
人
の
子
供
を
住
ま
せ

て
置
く
の
で
あ
る
が
、
我
我
は
土
曜
日
の
夕
方
か
ら
日
曜

へ
掛
け
て

一
泊
す
る
こ
と
に
し
た
い
と
思

っ
て
ゐ
る
。
「
明
星
」
同
人
の
小

集
も
今
後
は
其
庭

で
催
し
た
い
。
そ
の
二
階
か
ら
秩
父
連
山
、
富
士
、
甲
州
の
諸
山
、
相
模

の
箱
根
山
脈
ま
で
が
西
南
に
遠
望
さ
れ
る
の
で

「遥
青
書
屋
」
と
名
づ
け
た
。

隣
に
は
戸
川
秋
骨
先
生
、
愛
曾
先
生
、
前
田
晃
先
生
が
住
ま
れ
、
ま
た
付
近
に
は
小
野
賢

一
郎
、
廣
瀬
哲
士

の
二
君
が
住
ま
れ
て
ゐ
る
。
前
田
小
野
雨
氏
の
外
は
皆
慶
磨

大
學

の
同
僚
で
あ
る
。
古

い
森
が
多
く
て
空
氣
も
眺
望
も
よ
い
所

で
あ
る
が
、
番
犬
を
放
し
飼

に
し
て
ゐ
る
家
が
多
い
の
で
、
た
ま
た
ま
行
く
我
我
は
其
犬
ど
も
に
吠
え

ら
れ
て
困
る
。
十
二
歳

の
時
に

一
度
狂
犬
に
咬
ま
れ
て
大
き
な
疵
を
し
た
自
分
は
殊
に
其
犬
だ
け
が
不
快
で
あ
る
。
廣
瀬
君
に
聞
く
と
實
際
に
狂
犬
も
居
て
此
夏
は
幾
人

か
を
咬
ん
だ

の
で
巡
査
が
五
六
頭
を
殺
し
た
と
云
ふ
事

で
あ
る
。
近
刊
の
雑
誌
「
随
筆
」
を
讃
む
と
戸
川
先
生
も
其
犬
に
就
て
同
様
の
所
感
を
述
べ
て
ゐ
ら
れ
る
。
五
十
歳

を
過
ぎ
て
や

っ
と
初
め
て
自
分
の
家
が
出
来
た
の
も
奇
膿
な
感
じ
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
家
が
出
来
た
爲
め
に
五
十
歳
を
過
ぎ
て
犬
を
怖
が
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
も
皮

肉
で
あ
る
。

與
謝
野

寛

(5
)
訓
読
は
○
○
頁
参
照
。

(
6
)
こ
の
詩
題
の
後
に
、
《采
花
荘
》
《
遥
青
書
屋
》
に
つ
い
て
の
序
の
よ
う
な
詩
題
が
続
い
て
い
る
が
先
に
挙
げ
た
の
で
省
略
し
た
。
○
○
頁
参
照
。

(
7
)
堀

口
九
萬

一
著

・
堀
口
大
學

課

『
長
城
詩
抄
ー
父

の
漢
詩

・
子
の
和
訓
』
昭
和
五
十
年
三
月
三
日

・
大
門
出
版
。
あ
と
が
き
に
よ
れ
ば
、
『
長
城
詩
稿
』
三
巻
、
三

百
三
十
首

の
詩
所
収
の
中
か
ら
、

自
在
に
九
十
九
首
を
選
ん
で
訳
し
た
、
と
あ
る
。

(
8
)
『
冬
柏
』
所
載

の
鉄
幹
の
渡
邊
湖
畔
関
係
の
詩
。

第
五
巻

・
第
五
号
…
○
時
事
有
感

三
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻
。

第
八
号
…
○
雪
後
口
占
、
四
用
湖
畔
君
來
示
詩
韻
。
○
與
湖
畔
君
別
遙
有
此
寄
。
○
畳
韻
酬
湖
畔
君
。

第
十
号
…
○
酬
湖
畔
君
次
其
寄
懐
駒
。

第
十
二
号
…
○
遙
青
書
屋
雑
詩
、

用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻
。
○
遊
佐
渡
國
、
宿
渡
邊
湖
畔
君
家
、
次
主
人
所
示
詩
韻
。

第
六
巻

・
第
三
号
…
○
偶
感
、
用
渡
邊
湖
畔
君
寄
懐
韻

(
9
)

実
與
謝
野
先
生

生
劉
青

一
束
、
粛
璽
代
頻
藥
。
撤

蘇
千
秋
恨
、
傳
衣
半
夜
恩
。

音
容
唯
入
夢
、
影
事
暗
錆
魂
。
遺
愛
宜
珍
重
、
詩
書
手
澤
存
。
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門
人
湖
畔
渡
邊
彰
拝
稿

(第
六
巻

・
第
四
號
)

(10
)
第
二
次

『明
星
』
コ

隅
の
卓
」
(第
六
巻

・
第
三
號

大
正
十
四
年
三
月
)

こ
の
当
時
、
渡
邊
湖
畔
と
の
詩

の
贈
答
が
頻
繁
だ

っ
た
こ
と
を
、
鉄
幹
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
、
湖
畔
の
贈
詩
が
逆
に
鉄
幹
の
漢
詩
制
作
を
刺
激
し
た
の
か
も
知

れ
な
い
。
鉄
幹
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
興
津
に
滞
在
中
の
湖
畔
君
が
頻

に
漢
詩
を
作

っ
て
寄
越
す
の
で
自
分
も
そ
れ
に
次
韻
し
た
も
の
な
ど
が
少
し
ば
か
り
溜

っ
た
。
勿
論
拙
劣
極
る
も
の
で
あ
る
が
、
吉
田

増
藏
先
生
の
批
閲
を
乞
ひ
得
た
分

だ
け
を
此
號

の

「雑
蛆
」

の
蝕
白
に
載
せ
て
諸
友
の

一
笑
に
供

へ
る
。
與
謝
野
寛
」

ま
た
こ
れ
に
よ

っ
て
、
吉
田
増
蔵

(學
軒
)
が
鉄
幹

の
漢
詩

の
師

で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

(
11
)
『書
経
』
尭
典

の

「
百
姓
昭
明
、
協
和
萬
邦
」
の

一
節
か
ら

「昭
和
」
の
年
号
を
考
案
し
た
。
な
お
吉
田
増
蔵

(學
軒
)

の
事
績

に
つ
い
て
は
、
「
学
軒
吉
田
増
蔵
」

村
岡
功
著
、

に
詳
細
な
解
説
論
証
が
あ
る
。
『
鵬
外
』
八
十
三
号
。

(
12
)
『
冬
柏
』
第
六
巻

・
第
五
号
に
、
晶
子
は

「寝
園
」
と
題
し
て
、

故
人
の
五
七
日
に
吉
田
學
軒
先
生
よ
り

「楓
樹
薫
瀟
杜
宇
天
。
不
如
錦
奈
何
傳
。
讃
纒
壇
下
千
行
涙
。
合
掌
寵
前

一
縷
香
。
志
業
未
成
眞
可
恨
。
聲
名
空
在
轄
堪
憐
。
平

生
歓
語
幾
圓
首
。
奮
夢
　
　
十
四
年
」
と
い
ふ
詩
を
賜
り
た
れ
ば
、
こ
の
五
十
六
字
を

一
つ
づ

つ
歌
に
結
び
て
詠
め
る
。

と
、
晶
子
も
五
十
六
字
の
漢
字
を
入
れ
た
和
歌
五
十
六
首
を
詠
ん
で
い
る
。

【明
星
第
二
次
所
載

・
鐵
幹
漢
詩
】
詩
題

(●
印
は
本
文
中
に
使
用
し
た
詩
)

(
一
)
采
花
荘
雑
詩

(第
六
巻
第
三
號

・
大
正
十
四
年
三
月
)

●
蛮
亥
晩
秋
與
羅
馬
尼
駐
剤
公
使
堀

口
父
子
飲
、
長
城
有
詩
、
次
其
韻
却
酬
、
三
首

○
甲
子
正
月
、
遊
南
信
雑
詩
、

・
三
首

○
甲
子
八
月
、
新
潟
行
形
亭
席
上
作
、
二
首

○
拝
眞
野
御
陵
、
用
同
行
渡
邊
湖
畔
詩
韻
、

○
甲
子
冬
日
、
競
種
徳
堂
主
人
三
樹

一
平
君
、
用
主
人
所
書
明
人
詩
韻

●
今
年
正
月
十
日
、
封
雪
書
懐
、
寄
渡
邊
湖
畔
養
痢
罪
興
津

●
和
湖
畔
興
津
養
痢
雑
詩
韻
却
寄
、

二
首

●
聴
二
一二
子
論
國
風
而
有
感
、
用
湖
畔
詩
餉

●
湖
畔
所
贈
詩
云
。
「詞
園
寂
翼
委
柴

荊
。
大
雅
正
宗
濁
属
卿
。
巨
匁
摩
天
人
不
識
。
自
期
千
載
布
衣
名
。
」
語
錐
溢
美
不
太
當
、
又
知
己
言
也
、
顧

當
明
治
中
葉
、
予
年
少
氣
鋭
、
不
省
菲
才
、
附
先
師
騨
尾
。
敢
唱
國
風
之
反
正
趨
新
、
實
属
計
年
前
事
、
今
也
詞
壇
新
人
如
雲
、
其
作
競
芳
孚
妖
、

而
予
衰
残
殆
不
能
復
起
、
感
慨
無
限
、
乃
和
湖
畔
韻
以
答
、

○
弦
二
月
十
日
、
與
同
社
諸
子
由
横
須
賀
遊
三
浦
三
崎
、
投
旅
亭
岬
陽
館
、
湖
畔
養
病
在
興
津
、
不
能
來
會
、
寄
到

一
詩
、
乃
用
其
韻
、
却
酬

与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

一 四 一

・ 七 五 二
　 　 　 へ 　 　 　 の

五 四 三 一 〇 九 八 六 三

② ④ ④ ③ ② ④ ② ② ②

 

一
六

②
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与
謝
野
鉄
幹
と
漢
詩

○
岬
陽
館
即
事

一
七

②

(
二
)
采
花
荘
雑
詩

(第
七
巻
第
三
号

「新
秋
特
別
號
」

・
大
正
十
四
年
九
月
)

●
頃
者
予
借
地
干
城
西
下
荻
窪
、
螢

一
茅
屋
、
扁
日
采
花
荘
。
荘
無
庭
園
之
趣
、
唯
任
雑
草
繁
蕪
。
而
月
爾
三
度
乗
聞
而
往
。
往
則
讃
書
、
倦
則
詠
歌
、

一
八

⑤

從
朝
至
夕
、
修
然
身
在
風
塵
之
表
、
意
興
所
會
、
偶
有
此
作
。

○
畏
友
船
越
君
政

一
郎
、
篤
學
能
文
、
久
在
浪
華
、
以
著
述
聞
、
近
患
風
疾
舌
、
舌
澁
殆
不
能
言
。
賦
此
以
贈
。

一
九

③

〇
八
月
十
三
日
登
碓
氷
嶺
而
作
。

二
〇

③

○
今
夏
苦
蚊
殊
甚
、
八
月
二
十
四
日
夜
、
困
悶
不
能
課
、
因
有
此
作
。

二

一

⑤

(三
)
遙
青
書
屋
雑
詩

(第
九
巻
第
三
号

・
大
正
十
五
年
十
月
)

○
答
湖
畔
問
近

.

丙
寅
晩
夏
作

二
二

③

●
郊
西
移
居
三
首

用
湖
畔
詩
韻
。
丙
寅
初
秋
作

二
三
～
二
五

③

予
嚢
ト
地
郊
西
。
螢
小
居
。
扁
日
采
花
荘
。
頃
者
復
構

一
櫻
干
其
側
。
題
日
遙
青
書
屋
。
以
西
南
遠
望

甲
武
相
三
州
諸
山
也
。

〇
四
曼
韻
贈
湖
畔

二
六

③

●
遙
青
書
屋
小
集

二
七

③

●
書
屋
口
占

用
湖
畔
所
寄
韻

二
八

③

●
呈
吉
田
學
軒
先
生

二
九

③

●
五
畳
韻
呈
吉
田
先
生
併
似
諸
友

三
〇

③

(四
)
遙
青
書
屋
雑
詩

(第
十
巻
第
二
号

・
昭
和
二
年
四
月
)

●
余
客
騰
來
、
以
筆
耕
太
忙
、
久
不
纒
過
、
此
日
來
宿
、
書
屋
雪
後
、
庭
前
梅
花
、
開

・
二
分
、
月
色
清
妊
、
轄
覧
可
愛
、

三

一
～
四
三

①

○
今
年
三
月
七
日
、
我
郷
丹
後
諸
郡
有
大
震
、
火
災
纏
起
、
人
多
死
之
、
働
契
之
蝕
、
爲
賦

一
詩

四
四

⑤

○
呈
克
堂
若
槻
宰
相
五
首
、
聞
君
有
近
日
掛
冠
之
志

四
五
～
四
九

①

○
録
昨
年
中
秋
作

五
〇

③

※
①

一
八
首

②

一
二
首

③

=
二
首

④
四
首

⑤
三
首

(①
五
言
絶
句

②
七
言
絶
句

③
五
言
律
詩

④
七
言
律
詩

⑤
五
言
古
詩
)

※
最
近
、
渡
邊
湖
畔

に
関
し
て
次

の
著
書
が
出
版
さ
れ
、
詳
細
に

つ
い
て
筆
者
は
未
見
だ
が
、
中
に
湖
畔
作
の
漢
詩
が
何
首
か
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
『佐
渡
び
と

へ
の
手

紙
-
渡
邊
湖
畔
と
文
人
た
ち
ー
』
上

・
中

・
下

(三
冊
)

渡
邊
和

一
郎

平
井
印
刷
。
(
一
九
九
九
年
十
二
月

・
二
〇
〇
三
年
六
月

・
二
〇
〇
九
年
五
月
)

(
四
天
王
寺
大
学
客
員
教
授
)
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